
矢部高校全国大会出場！！矢部高校全国大会出場！！

　

６
月
１
〜
２
日
、
熊
本
武
道
館
で
行

わ
れ
た
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
日

本
拳
法
競
技
で
、
矢
部
高
校
が
男
女
と

も
団
体
戦
で
優
勝
を
果
た
し
、
個
人
で

は
男
子
が
優
勝
、
女
子
が
上
位
３
位
を

独
占
し
全
国
大
会
へ
の
出
場
切
符
を
手

に
し
ま
し
た
。

　

矢
部
高
校
日
本
拳
法
部
は
２
０
０
４

年
に
創
部
さ
れ
、
現
在
は
部
員
13
名
。

創
部
２
年
目
か
ら
指
導
に
あ
た
ら
れ
て

い
る
濵
監
督
の
も
と
、
部
員
の
努
力
に

よ
り
こ
れ
ま
で
も
数
々
の
成
績
を
残
し

て
き
て
い
ま
す
。
今
回
の
全
国
大
会
に

向
け
て
主
将
の
小
田
亮
太
さ
ん
は
、「
全

国
制
覇
を
目
指
し
て
、
一
戦
で
も
多
く

勝
ち
進
み
た
い
。」
と
意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。

　

６
月
23
日
、
県
免
許
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
二
輪
車
安
全
運
転
熊

本
大
会
で
、
矢
部
高
校
二
輪
車
競
技
部
と
矢
部
ツ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の

結
成
チ
ー
ム
が
県
予
選
で
、
団
体
・
個
人
と
も
に
優
勝
し
、
全
国
大
会

へ
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
全
国
大
会
に
向
け
て
キ
ャ
プ
テ
ン
の
西
真
人
さ
ん
は
、「
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
に
負
け
ず
、
個
人
戦
も
団
体
戦
も
優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
り

た
い
。」
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は
三
重
県
の
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
で
８
月
３
日
に
開
催
さ
れ

ま
す
。

県大会結果
男子・女子団体優勝

男子個人・西山　文哉さん（優勝）

女子個人・藤川　千夏さん（優勝）

　　　　　黒田　知誉さん（２位）

　　　　　岡本優衣香さん（３位）

県大会結果
高校生クラス　矢部高　　緑科学科　西　　真人さん

女性クラス　　矢部高　食農科学科　山田　幸代さん

一般Bクラス（1100cc）白小野　　本田　和幸さん

日
本
拳
法
部

日
本
拳
法
部

二
輪
車
競
技
部

二
輪
車
競
技
部

代掻き 田植え泥リンピック！？

　

６
月
21
日
、
山
都
町
中
央
公
民
館

で
「
平
成
25
年
度
山
都
町
茶
品
評
会
」

が
開
か
れ
、
山
都
町
内
の
生
産
者
が
、

釜
炒
り
製
玉
緑
茶
の
部
に
21
点
、
蒸

し
製
玉
緑
茶
の
部
に
30
点
を
出
品
し

ま
し
た
。
審
査
に
は
熊
本
県
農
業
研

究
セ
ン
タ
ー
茶
業
研
究
所
な
ど
の
職

員
が
あ
た
り
ま
し
た
。

　

審
査
項
目
は
外
観
（
お
茶
の
形
）
20

点
、
香
気
（
お
茶
の
香
り
）
75
点
、
水

色
（
お
茶
の
お
湯
の
色
）
30
点
、
滋
味

（
お
茶
の
味
）
75
点
の
合
計
２
０
０
点

満
点
で
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

釜
炒
り
製
玉
緑
茶

　

１
等　

下
田　

房
夫　
（
犬
飼
）

　

２
等　

松
本　
　

茂　
（
犬
飼
）

　

２
等　

杉
本　

直
道　
（
目
丸
）

　

２
等　

阿
部　

主
税　
（
犬
飼
）

　

３
等　

渡
辺　

憲
治　
（
北
中
島
）

　

３
等　

井
手　

敏
博　
（
猿
渡
）

　

３
等　

荒
木　

精
之　
（
島
木
）

　

３
等　

後
藤　

孝
徳　
（
犬
飼
）

蒸
し
製
玉
緑
茶

　

１
等　

藤
原　

優
徳　
（
島
木
）

　

２
等　

増
本　

廣
美　
（
牧
野
）

　

２
等　

渡
辺　

成
善　
（
北
中
島
）

　

２
等　

藤
本　

誠
一
郎　
（
入
佐
）

　

３
等　

藤
岡　

英
隆　
（
藤
木
）

　

３
等　

中
村　

豊
光　
（
犬
飼
）

　

３
等　

岩
永　

道
治　
（
島
木
）

　

３
等　

橋
本　
　

博　
（
男
成
）

　

３
等　

江
藤　

孝
義　
（
北
中
島
）

　

３
等　

下
村　

幸
治　
（
目
丸
）

　

３
等　

坂
本　

和
弘　
（
男
成
）

　６月 13 日、矢部小学校児童５年生が代
掻きを通潤橋前の棚田で行いました。始め
に田小野の野口尚之さんと千滝の野口慎吾
さんから代掻きのやり方や、意味の説明を
受けた児童たちは実際に田んぼに入り代掻
きを体験しました。もともと岩山を開田したため、石や岩がゴロゴ
ロとしており、児童たちは足を踏み入れて石を取り除きました。
　その後は、児童たちが代掻きをした田んぼでお楽しみの泥リンピ
ックが開催。綱引きやサッカー、ドッジボールを泥だらけになりな
がら皆で楽しみました。
　６月 17 日、今度はその代掻きをした棚田に田植えを行いました。
代掻きの時は田んぼに入る際に「気持ち悪い」と躊躇していた児童
たちも慣れたもの。苗を手に取ると目印の場所へ次々と手際よく植
えていました。
　今回、児童たちが植えた苗は土の代わりに竹の粉で出来た苗を使
用。ひと通り植え終わった後は、竹を粉末状にした粉を田んぼ全体
に蒔きました。この竹には土壌を改良する作用があるとのこと。

　入佐地区で６
月14日、熊本市
の国府高校商業
科マーケティン
グコース３年生
が田植え体験を
しました。これ
までに田植えを
経験したことが
ある生徒は少数
で、山都町有機農業協議会の方々が直接
指導しました。実際に田んぼに入ると初
めての感触に生徒は皆大騒ぎ。始めはぎ
こちなかった田植えも、数をこなすごと
に上達し一枚の田んぼに植え終わりまし
た。生徒たちの田植えを指導しながら見
守られていた藤本さんは、「米が出来る
までにどれだけ労力が掛るかを生徒たち
に知ってもらうためにはとても良い機会
だと思う。これを通して生徒たちに、食
についてもう一度見つめなおしてもらえ
れば嬉しい。」と話されました。

基幹産業の農業体験基幹産業の農業体験
代掻きから田植えまで実際に足を踏み入れて

今
年
の
お
茶
の
出
来
ば
え
は
？

今
年
の
お
茶
の
出
来
ば
え
は
？

　
　

山
都
町
茶
品
評
会

　
　

山
都
町
茶
品
評
会

竹の粉を使用
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